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「土木の役割と魅力」を発信
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「土木の日」に寄せて寄 稿

（１１） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月１７日　（金曜日）

　近年、頻発化・激甚化する自然災害の発生、イ
ンフラの老朽化、人口減少と少子高齢化による都
市機能の衰退など、我が国の社会環境は大きく変
化しています。このような中で、国民の安全・安
心で潤いのある暮らしを支えるためには、ＳＤＧ
ｓの目標達成に向けた持続可能な社会づくりが求
められています。
　土木には、その技術や事業によって、強靱なイ
ンフラの整備や包摂的かつサステナブルな産業化
の促進、カーボンニュートラル実現などのＳＤＧ

ｓの目標達成を支えることで、国民の安全・安心
で潤いのある暮らしを支えるという重要な役割が
あります。また、このような事業活動を通して、
「世のため、人のため」となる社会貢献に携われ
ることは、土木技術者にとって大きな魅力の一つ
となります。
　建設コンサルタンツ協会は、会員各社の企業活
動や協会の事業活動を通して、このような「土木
の役割と魅力」を常に発信してきました。会員各
社の災害時支援活動、協会の小中学生を対象とし

た防災教育、中高生を対象に魅力・やりがいを伝
える土木出張ＰＲ、高校・高専・大学への出前講
座、親子見学会、大学生への業界説明会、戦後の
インフラ整備の意義や偉業を伝える「インフラ整
備」の開催、各支部による「インフラ整備構想」
の策定など、多岐にわたっています。「インフラ
整備構想」は、分散型国土構造の構築、魅力ある
地方創生、災害に対するリダンダンシーの確保な
ど次世代につながる将来ビジョンです。今後も、新
たな役割や新しいニーズへの挑戦などを通して、
「土木の役割と魅力」を発信していきます。
　土木に期待される役割は、ＧＸのさらなる推進
やグローバル・サプライチェーンの強化などによ
り、ますます多様化し拡大することが想定されま
す。「土木の日」が、このような「土木の役割と
魅力」を学生の皆さまや国民の皆さまに広く伝え
る機会になることを願っております。
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建設業を持続可能な産業に
　激甚化・頻発化する風水害、切迫する南海トラフ地震や首都直下地震をは
じめとする巨大地震など、猛威を振るう自然災害に対する備えを怠ることは
できません。また、高度成長期に相次いで整備されたインフラも老朽化が進
み、日本経済・国民生活への影響が懸念されています。国民の生命・財産を
守り、国家・社会の重要な機能を維持するためには、これまで以上に防災・
減災、国土強靱化対策とインフラ老朽化対策などを、継続的かつ計画的に推
進していく必要があります。
　日建連は、こうした社会資本整備が果たす重要な役割に加え、防災・減災、
国土強靱化のさらなる推進の必要性について、幅広い方々への共通認識の醸
成を図ることを目的として、国土交通省各地方整備局、関係団体および地元
経済団体等と連携し、年度より全国各地でシンポジウム形式の講演会を
開催しています。今年度は関西、東北、四国の３地区において開催し、地元
経済団体や自治体、大学等に幅広く参加を呼びかけ、多くの方にご参加いた
だきました。また、高校生・大学生向けに、ＩＣＴ技術を駆使して遠隔操作
による自動化施工を行っているダムの現場を紹介する「オンライン現場見学
会」を実施するなど、国民の安全・安心に寄与するストック効果の高い社会
資本整備の重要性について、国民の皆さまに広く知っていただく取り組みも
進めています。
　我々が担っている社会資本整備という仕事を通じて、今後も社会の維持・
発展に貢献していくためには、建設業が持続可能な産業でなければなりませ
ん。そのためには担い手の確保が何よりも重要であり、引き続き、週休二日
の浸透や時間外労働の削減等の働き方改革、ＤＸの推進、イメージアップ等
に注力し、「新３Ｋ（給与・休暇・希望）」に「かっこいい」を加えた「新
４Ｋ」の建設業に生まれ変われるよう、業界一丸となって取り組んでまいり
ます。
　「土木の日」および「くらしと土木の週間」に関連するイベントには是非
多くの一般の方々にご参加いただき、豊かな国民生活と多様な経済活動を支
えるインフラの役割などについて、一緒に考えていただく機会になればと願
っています。

土木は国土交通行政に必要不可欠な要素
　「土木の日」を迎えるにあたり、一言ご挨拶申し上げ
ます。
　私どもが進める国土交通行政は、防災・減災対策、国
土ビジョンの策定・推進、ＤＸ・ＧＸの推進など、様々
な課題に直面していますが、いずれの分野においても
「土木」は必要不可欠な要素です。
　我が国では、気候変動に伴う自然災害の激甚化・頻発
化により、毎年のように、全国各地で深刻な被害が発生
しています。私も、本年７月の大雨により被災した秋田
市の現場にて、地域の皆様が直面されている状況を目の
当たりにし、災害対策が喫緊の課題であることを再認識
しました。また、本年は我が国に未曾有の被害をもたら
した関東大震災から年の節目でもあります。国土交
通省では「総力戦で挑む防災・減災プロジェクト」にお
いて「首都直下地震等の大規模地震対策の強化」という
テーマを掲げ、発災時の被害を軽減するため、基幹イン
フラの耐震化等の施策を進めています。また、東京都を
はじめとした関係機関とも連携して、防災対策に関する
シンポジウムや企画展等を開催し、防災意識の醸成も図
っているところです。
　国土交通省では、このような激甚化・頻発化する豪雨
災害、切迫化する大規模地震等から国民の命と暮らしを
守るため、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加
速化対策」により、事前防災・減災対策の取組を重点的
かつ集中的に進めています。さらに、先の国会では、国
土強靱化実施中期計画が法定化され、これにより実施計
画を切れ目なく策定し、５か年加速化対策後も継続的・
安定的に国土強靱化の取組を進めることが可能となった

ほか、７月には基本方針である「国土強靱化基本計画」
の改定も行いました。これらに基づき、引き続き、全力
で防災・減災、国土強靱化に取り組んでまいります。
　また、本年７月には、新たな国土形成計画を策定しま
した。国土形成計画では、新たな国土の将来ビジョンと
して、「新時代に地域力をつなぐ国土」を掲げ、質の高
い交通やデジタルのネットワークを通じて、「シームレ
スな拠点連結型国土」の構築することとしています。
　これに加えて、データとデジタル技術を活用し、社会
資本や公共サービスのほか、業務そのものや組織、プロ
セス、建設業の文化・風土や働き方を含めて変革する
「インフラ分野のＤＸ」に取り組んでいます。
　さらに、年カーボンニュートラルの実現に向けて
は、関係省庁や産業界と連携し、くらしやまちづくり、
交通・運輸、インフラ等のＧＸ（グリーントランスフォー
メーション）の推進にも取り組んでいるところです。
　以上のような施策を着実に実施し、人口減少・少子高齢
化など我が国が直面する課題の解決を図っていく上で、
インフラ分野への期待は大変大きく、土木技術や建設業
に関わる皆様のご協力がより一層重要であると考えま
す。引き続き、国土交通行政の推進にご協力を賜ります
ようお願いいたします。
　今回の「土木の日」に関連して開催される各種イベン
トにおける土木との触れ合いを通じ、一人でも多くの方
が土木技術に支えられたインフラ整備の意義に対する理
解を深め、その整備や管理のあり方、土木技術が目指す
べき方向性などについて考えていただく機会となること
を期待しております。
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　土木の日

工学の発展と技術者の地位向上へ

「土木の日」に寄せて

土木学会　会長　田中　茂義
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土木学会　　　　　　　　　　　　
「魅力ある土木の世界発信小委員会」
委員長

松永　昭吾氏
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　月日は、「土木の日」です。漢字の「土」と
「木」を分解すると、「十」「一」「十」「八」と
なることと、土木学会の前身である「工学会」の創
立記念日にあたる日ということで、年に制定さ
れました。この時期には、土木学会の本部と全国八
つの各支部が主催し、さまざまな関連団体の皆さま
にもご協力をいただき、数多くの土木の日関連行事
が開催されます。それぞれの行事が盛大に開催され、
多くの方々に土木のことを身近に感じていただき、
土木の魅力を向上させることができればと思いま
す。
　土木学会では、年度の会長特別プロジェクト
である、「土木の魅力向上プロジェクト」を現在展
開中です。このプロジェクトを立ち上げた背景とし
ては、土木工学は人々の生活に深く関係しているの
にもかかわらず、社会からあまり評価されていない
のではないかという問題意識があり、もっとさまざ
まな形で「土木の魅力」を発信し、世の中の皆さん
に知っていただき、ひいては土木の地位向上に結び

付けていきたいとの思いがあります。
　今回のプロジェクトを通じて、「自分の言葉で伝
える」ことの大切さを改めて実感しています。６月
の定時総会の場で発表したコンセプトムービーに、
土木学会会長として自らメッセージを発信しまし
た。さらに、土木学会活動とこれまであまり関わり
の無かった建設系ユーチューバーの皆さんとの対談
動画に会長自らが出演するという取り組みも行いま
した。発信する方法や媒体についても、発信力のあ
る方の力を借りる、また多くの方が見る媒体を選ぶ
などして、さまざまな方に土木の魅力が伝わるよう
工夫しています。
　また、土木のステイタスアップを目指し、さまざ
まな分野で活躍する土木技師のすごさなどを再認識
する活動も進めています。
　土木の日を迎えるにあたり、土木に関わる皆さん
が、「自分の言葉で」土木の魅力をさまざまな形で
発信することで、土木工学のさらなる発展と、土木
技術者の地位向上につながることを祈念します。
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え
る


　
若
い
人
た
ち
に
﹁
土
木
﹂
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
が
将
来
の
担
い
手

の
確
保
に
つ
な
が
る
そ
の
た
め
に


も
う
一
つ
の
﹁
土
木
技
術
者
ス
テ


タ
ス
ア

プ
小
委
員
会
﹂
︵
委
員
長

・
今
西
肇
和
合
館
工
学
舎
学
舎
長
︶

と
両
輪
と
な
り

会
長
特
別
プ
ロ
ジ


ク
ト
と
し
て
の
活
動
成
果
を
示
す

必
要
が
あ
る


現
場
の
最
前
線
　
　

　
　
か
ら
も
発
信
を

　
魅
力
発
信
小
委
で
は


年
前
と

比
べ
て
格
段
に
広
が

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

︵
イ
ン
タ

ネ

ト
交
流
サ
イ
ト
︶

を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
く
考
え

だ

小
委
の
活
動
に
は
動
画
配
信
で

影
響
力
を
持
つ
ユ

チ


バ

の

﹁
ジ

ウ
所
長
﹂
や
﹁
石
男
く
ん
﹂

な
ど
も
参
加
し
て
い
る

松
永
氏
は

﹁
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
土
木
﹂
を

掲
げ

い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ


だ
け
で
は
な
く

誰
も
が
発
信
で

き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
現
場
の
最
前
線
に
立

つ
人
た
ち
も
発
信
に
取
り
組
む
ほ

か

﹁
家
族
や
友
人

ま
た

学
校

の
先
生
で
あ
れ
ば
児
童

生
徒

学

生
に
土
木
の
魅
力
を
自
分
の
言
葉
で

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
﹂
と
話
す


　
魅
力
発
信
を
通
じ
て
土
木
に
携
わ

る
人
た
ち
が
自
ら
を
磨
き

対
話
を

重
ね
る
中
で
﹁
持
続
可
能
な
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
﹂
と
す
る


　
建
築
分
野
は

互
い
を
批
評
す
る

文
化
が
根
付
い
て
い
る

一
方

税

金
を
使
う
土
木
に
は
互
い
を
﹁
褒
め

合
う
文
化
﹂
が
あ
る

今
後

不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
が
広
が
れ
ば

思
わ
ぬ
批
判
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

松

永
氏
は
﹁
批
判
の
声
も
冷
静
に
受
け

止
め

一
部
の
偏

た
意
見
に
踊
ら

さ
れ
る
こ
と
な
く

や
る
べ
き
こ
と

を
や

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し


う
﹂
と
す
る

そ
う
し
た
声
か
ら
新

た
な
気
づ
き
を
得
て

改
善
す
べ
き

こ
と
に
は
柔
軟
に
対
応
す
る
姿
勢
も

求
め
ら
れ
る


　
１
年
限
定
の
会
長
プ
ロ
ジ

ク
ト

は
﹁
失
敗
も
含
め
た
成
果
が
得
ら
れ

る
と
思

て
い
ま
す
﹂
と
話
す
松
永

氏
は

来
年
度
以
降
に
土
木
学
会
の

常
設
委
員
会
へ
の
成
果
の
反
映
や


ゼ
ネ
コ
ン
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
界
で
働
く
特
に
若
い
人
た
ち
の
行

動
に
も
広
が

て
い
く
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
る


　
﹁
土
木
と
は
何
か
﹂
﹁
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
﹂
﹁
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
が
土
木
な
の
か
﹂
な
ど
を
自
問
自

答
し
な
が
ら
明
確
な
言
葉
で
発
信
す

る
こ
と
に
よ

て
﹁
土
木
に
関
わ
る

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り

も

と
も


と
魅
力
も
高
め
て
い
け
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
﹂
と
語
る


　

◇

　

◇

　

◇

　

　
魅
力
あ
る
土
木
の
世
界
発
信
小
委

は
﹁
土
木
考
究
部
﹂
﹁
土
木
の
魅
力

発
信
部
﹂
﹁
土
木
ア

カ
イ
ブ
部
﹂

と
名
称
を
付
け
た
三
つ
の
ワ

キ
ン

グ
を
作
り

土
木
の
定
義

ア
ン
バ

サ
ダ

制
度
の
創
設

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
発
信
の
研
究

各
種
プ
ロ
モ

シ


ン

コ
ン
セ
プ
ト
ム

ビ

の
制

作

黒
部
ダ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
土

木
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
理
と
活
用
策
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
い
る




　土木の日　選奨土木遺産

（１３） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月１７日　（金曜日）

〈十勝川統内新水路〉
◇所在地北海道池田町～豊頃町、幕別町～豊頃
町

◇竣工年年
◇受賞理由十勝川流域の洪水被害軽減や統内原
野の開発促進に貢献し、泥炭湿地帯の河道掘削
および築堤の施工技術や過程を示す貴重な新水
路

〈只見川ダム施設群〉
◇所在地福島県檜枝岐村（奥只見ダム）、
只見町（大鳥ダム・田子倉ダム）、金山町
（滝ダム、本名ダム・上田ダム）、三島町
（宮下ダム）、柳津町（柳津ダム）、会津
坂下町（片門ダム）
◇竣工年奥只見ダム年、大鳥ダム
年、田子倉ダム年、滝ダム年、本
名ダム・上田ダム年、宮下ダム年、
柳津ダム・片門ダム年

◇受賞理由豪雪地帯の水資源と地形を巧み
に利用したダム・電源開発などの河川史や
地域資産として貴重

〈茂岩橋〉
◇所在地北海道豊頃町
◇竣工年年（年歩道橋添架）
◇受賞理由変断面下路式ゲルバートラスの
橋梁で国内最長スパン。左右対称で中央に
尖峰が並び立つ、均整の取れた意匠

〈大倉ダム〉
◇所在地仙台市青葉区
◇竣工年年
◇受賞理由国内唯一のダブル
アーチダム。多目的ダムとして
仙塩地域の人々の生活や産業を
支えてきた

〈蔵前橋〉
◇所在地東京都台東区～墨田区
◇竣工年年
◇受賞理由関東大震災の復興橋梁で、バラ
ンスのとれた３連の鋼アーチ橋として歴史
的に価値が高い

〈城ケ島大橋〉
◇所在地神奈川県三浦市
◇竣工年年
◇受賞理由鋼床版箱桁形式を採用し
種々の構造的課題を応力測定試験な
どにより解決。その後の橋梁技術発
展の礎となった

〈阿賀野川満願寺「基準点標石」〉
◇所在地新潟市秋葉区
◇竣工年年
◇受賞理由阿賀野川で初の国による河川改修事
業着工時に設置した基準点。公園内に移設され
たが河川の形を決めた原点となる土木遺産

〈大井ダム・大井発電所〉
◇所在地岐阜県中津川市～恵那市
◇竣工年年
◇受賞理由国内初の本格的ダム式発
電所として建設。電力王・福沢桃介
最大の偉業ともいわれ大正期の風情
を残す

〈大井川橋梁（下り線）〉
◇所在地静岡県島田市
◇竣工年年
◇受賞理由大正時代に製造されたリベット
による剛結合の曲弦プラットトラス桁で、
歴史的価値が高い

〈深良用水用水隧道〉
◇所在地静岡県裾野市
◇竣工年年
◇受賞理由江戸時代に農業用水とし
て芦ノ湖から静岡側へ通水するた
め、横穴などを使用せず素掘りで掘
削したものとして日本最長の山岳ト
ンネル

〈鬼谷川砂防堰堤〉
◇所在地福井県大野市
◇竣工年年
◇受賞理由福井県最古の砂防堰堤で、大き
なもので１ｍを超える丸石を積み上げて建
造した。現在も効果を発揮している

〈紀州鉄道および旧御坊臨港鉄道廃線
部分〉
◇所在地和歌山県御坊市
◇竣工年年
◇受賞理由開業から年経過した今
も往時の設備も使用して運行してい
る。廃止路線にも軌条などが残存す
る

〈東高洲橋〉
◇所在地兵庫県尼崎市
◇竣工年年
◇受賞理由関西に残る数少ない「本当に動
く」可動道路橋。尼崎市南部工業地域を支
え続け、経済発展に大きく寄与した

〈高砂港向島突堤〉
◇所在地兵庫県高砂市
◇竣工年年（年改修）
◇受賞理由工楽松右衛門築造の高砂港防波
堤の一部が改修などを重ねながら残されて
おり、港湾築造の技術を現代に伝える

〈近鉄難波線大断面シールドトンネル〉
◇所在地大阪市中央区
◇竣工年年
◇受賞理由国内で最初の複線断面機械掘り
シールドトンネル。軟弱な沖積平野でさま
ざまな補助工法を駆使して完工した

〈木津川橋りょう・岩崎運河橋りょう〉
◇所在地大阪市浪速区～西区
◇竣工年年
◇受賞理由大阪環状線に在る国内唯一の複
線下路ダブルワーレントラス橋。斜角がき
つく垂直の端柱と平行弦トラスを用いてい
る

〈琵琶湖大橋（下り線）〉
◇所在地大津市～滋賀県守山市
◇竣工年年
◇受賞理由現代の長支間長桁橋の先
鞭（せんべん）となった３径間連続
鋼床版箱桁橋。支間長ｍは同形
式として完成時に国内最長を誇った

〈内尾大水門〉
◇所在地岡山市南区
◇竣工年年頃
◇受賞理由興除新田の干拓用樋門と
して築造され、長さｍを超える花
こう岩を使用した現存する国内最大
の巨石樋門

〈佐川橋〉
◇所在地高知県四万十町
◇竣工年年頃
◇受賞理由大正林道の橋梁として架設され
た鉄筋コンクリートアーチ橋で、地域で長
年愛されてきた

〈横瀬二連水路橋〉
◇所在地大分市
◇竣工年幹線水路年、左岸側年、
右岸側年
◇受賞理由明治期の大分に建設された二連
の石造アーチ橋。階段状の水路壁と重厚な
橋脚を有するユニークな土木遺産

〈荒崎新地の石造干拓施設群〉
◇所在地鹿児島県出水市
◇竣工年年
◇受賞理由薩摩藩独自の行政
制度の下、肥後藩との技術交
流によって実現した土木事業
の貴重な物証


